
 

 

 
  

 

いつもご覧いただきありがとうございます。 

今回の更新で２5回目となりました。 

１００万人の防災！ 

「生き残り」「生き延びる」ための地震対策を始めましょう！ 

  

 
■地震防災「大掃除」 
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 『次回は、自宅以外で「緊急地震速報」を聞いたら というテーマでお話しします。』

と予告していたのですが、季節は年末。 

年に一度の「大掃除」に地震防災の視点から家の中を見てはどうですか というテ

ーマに変更したいと思います。 

  

家具の配置 

「家を購入・新築してから、あるいは引越ししてきてから家

具の配置はそのまま。」という方が大部分ではないでしょ

うか。 

 

被害が発生するのは、「倒れてくる家具のそばで寝ている

から」、「いつも横に居るから」です。  

たとえ家具が倒れてきても、ガラスが降り注ごうとも、そこ

に居なければ被害は発生しません。 

 

年末の大掃除だからこそ「寝室やいつも居る部屋のレイ

アウトを地震防災に強い配置に変える」いい機会かもしれ

ません。 
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固定器具の再点検 

「家具の固定処置は OK」 でも月日がたつと折角取り付けたものにも緩みが出てき

て本番での効果は半減。 

大掃除の時にはこんな部分もチェックしましょう。 

 

備蓄品の点検 



非常食や飲料水の「賞味期限」は大丈夫ですか？ 

期限の迫っているものは新しいものに交換しましょう。夕飯のしたく時間を大掃除に

充てて、期限の迫った非常食を食べれば時間の節約！？ 

 

非常用持ち出し袋の中の「懐中電灯」「携帯ラジオ」の電池は大丈

夫ですか？ 

 

これから寒い季節がやってきます。袋の中身は「半袖やランニングシャツ」ばかりで

はありませんか？ 

使い捨てカイロなど防寒対策も抜かりなく。(消費期限もチェック) 

家族の話し合い 

家の中の点検が済んだ後は、「家族会議」で発生時の対処方法、避難場所、安否の

連絡方法の再確認をしてください。 

「前に話し合った避難場所がなくなってた。」なんてことがあるかもしれません。 

 

 

私が考案した「サバメシ」レシピです。「家族会

議」のお供にいかがですか？ 

「第 2回みやぎサバ・メシコンテスト」 
 

 

地震対策も普段の生活でもメンテナンスが大事です。 

定期的なメンテナンスを欠かさず、 

来るべき宮城県沖地震を乗り切りましょう。 
 

 


